
あなたと博物館
HIRATSUKA CITY MUSEUM   2015. 11 月号

秋期特別展

11月29日（日）
まで開催中

開催中
　秋期特別展では、当館独自に設定した相模川流域のな
かのジオサイト（地球科学的に重要な地点）31地域を紹
介しています。上流から河口までの相模川の大地や地形の
成り立ち、地下水や湧水の仕組みなど、流域全体の自然
条件の概要を理解すると、さらにその地域の特性も明確に
なってくることでしょう。ぜひじっくりご覧になってください。

↑平塚市土屋産ナウマンゾウの下顎
化石は、左右の歯もそろった貴重な
標本です。

↑10月17日に行われた第1回目の展示解説。多くの
参加者が豊富な資料に見入っています。

↑入り口の床面には相模川流
域の見所（ジオサイト）がひと
めでわかる地図が。

→平塚駅西口付近の地下から
発見された約 2000 年前の漂
着物である巨大なタブノキ。
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秋期特別展記念講演会 

「相模川をジオパークに」
　秋期特別展に合わせて記念講演会を行います。相模川流域の多様な自然・文化遺産はどのような価値を持

つのか、そしてそれらの価値ある遺産を上手に利用して、地域を発展させていくためにはどうすればよいのか、

講師陣から様々な視点でお話し頂きます。ぜひふるってご参加下さい。

　　　日時：11月8日 (日 )　13時～17時 15分（開場12時 30 分）：参加自由　定員80 名
	 場所：平塚市博物館1階講堂
	 内容：	① 13:10 ～　相模川流域のジオサイト			森	慎一（平塚市博物館）
	 　　				② 14:05 ～　日本列島の誕生と相模川		藤岡換太郎氏（神奈川大学）
	 　　				③ 15:00 ～　ジオパークとその認定までの道のり－箱根ジオパークを例に　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	平田大二氏（神奈川県立生命の星･地球博物館）
	 　　				④ 15:55 ～　ジオパークのあり方　									小川勇二郎氏（元筑波大学）
	 　　				⑤ 16:45 ～　総合討論

1 階寄贈品コーナー

「富士火山ジオツアー」展

　会期：10月31日（土）
　　　　～11月26日（木）

　一昨年 6月に、富士山が世界遺産に登録されたことは記憶に新しいことでしょう。寄贈品コーナー
では、世界に名だたる富士山の魅力を徹底的に追求します。八方から見た富士山、富士山の美しい
眺望が得られる関東の富士見百景、富士山周辺の滝・湧水・洞穴などなど・・・富士山とそれをとり
まく周辺の魅力をいっぱいに詰め込みました。秋期特別展と合わせてぜひご覧下さい。

↑関東の富士見百景のひとつ、
平塚海岸からの富士（平塚市
袖ヶ浜）。

↑富士山本宮浅間大社の境内にあ
る湧玉池。湧水が作る池で国の特
別天然記念物に指定されています
（富士宮市宮町）。

→白糸の滝は、１万年前に富士山
から流れた大宮溶岩基底からの湧
水が作る滝です（富士宮市上井出）。
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フリートーク・プラネタリウム

  鳫 宏道

　“星空散歩に出かけましょう”

11月 7日 (土 )～
  11 月 29日（日）

　プラネタリウム秋の風物詩、フリートーク・プラネタリウム。鳫、塚田、藤井の総勢3人が投影を
担当します。内容は始まるまでわかりません！？　話題は星座から最新の天文学まで多岐にわたりま
す。個性豊かな3人の投影、ぜひお楽しみいただき、お気に入りの投影を見つけてみてください。毎回、
その日の夜の星空の解説も行います。

塚田 健

　“あなたのリクエストに応えます”

藤井 大地

“さあ、宇宙へ飛び立とう！”
11/15   14:00
11/21   11:00,14:00 11/7    11:00,14:00

11/15  11:00
11/29  11:00,14:00

11/8    11:00,14:00
11/14  14:00
11/22  11:00,14:00
11/28  14:00

定員：70 人　観覧料：200 円

　　　　（18 歳未満・65 歳以上無料）

投影開始後のご入場・途中退出はできません。

※ 11 月 14 日（土）、28 日（土）の

　　11 時の投影は幼児向け番組

      　　　  「だれがおひさまかくしたの？」

   　　　　　　　　　を投影いたします。

【実施日時】

 (1)11時～　(2)14時～
　       各回 50分

毎年恒例 !

　会期：10月31日（土）
　　　　～11月26日（木）

　　情報コーナー企画展 ｢ 北の国のアンモナイト ｣と
　　 　　　　体験学習　｢ アンモナイトレプリカ作り｣
　アンモナイトは、今から7500万年前の海にいたイカやタコの仲間で、殻をもち、泳ぎながら生
活していました。2階情報コーナーでは、丹沢化石研究会と平塚市博物館の共催による展示 ｢北
の国のアンモナイト｣ 展を開催中です。北海道産各種アンモナイト、アンモナイト生態模型、触れ
る巨大アンモナイトとイノセラムス（二枚貝の仲間）など、丹沢化石研究会所有の標本と当館所蔵
のものとを合わせて計６０点以上を展示しています。
　この展示に合わせて、北海道産アンモナイトのレプリカ作り体験イベントを行います。アンモナ
イトの型に石膏を流しこんで形を作りましょう。実物を見たり、アンモナイトについての話を聞い
た後、固まった石膏アンモナイトを取り
出して絵の具で色を付けてできあがりで
す。本物に見えるかな？

　日　時：１１月１５日 (日 )　
　　　　　　第１回13～15時　
　　　　　　第２回15～17時
　参　加：参加自由　先着順
　　　　　　第１回	12 時 30 分受付開始
　　　　　　第２回	14 時 30 分受付開始
　対　象：小学3年生以上
　定　員：各回２０名ずつ（計４０名）
　材料費：２００円
　場　所：博物館科学教室

↑展示の様子。奥に展示されたアンモナイトとイノセラムスは
いずれもおよそ50cmの大きさ！直接触ることもできます。
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博物館行事カレンダー　　　11 月 12月

【自由参加の行事】
◎天文連続講座「系外惑星20年」第2回「系外惑星発見への道」
　内容 ： 系外惑星探しは苦難の連続でした。
            発見から現代へ至る系外惑星の観測史を紹介します。
　日時 ： 11月7日 （土） 午後3時30分～午後5時　場所 ： 講堂
◎天文連続講座「系外惑星20年」第3回「系外惑星大図鑑」
　内容 ： いまや系外惑星の発見数は2000個に迫る勢いです。
　　　　　多様な惑星系をたっぷりとご紹介しましょう。
　日時 ： 11月29日 （日） 午後3時30分～午後5時　場所 ： 講堂
◎星を見る会「火球は見えるか！？」
　内容 ： おうし座流星群の火球観察にチャレンジ！
　日時 ： 11月13日 （金） 午後7時～午後8時30分　場所 ： 科学教室 ・ 屋上
◎ろばたばなし
　内容 ： 民家のいろりばたで昔話を語ります。  場所 ： 相模の家
　日時 ： 11月15日 （日）　(1)午後1時20分　　(2)午後3時
◎考古学入門講座「平塚の城と合戦」第2回「関東の戦国」
　内容 ： 室町時代後半の相模争乱の動向と城館の話。
　日時 ： 11月22日 （日） 午後3時～午後4時30分　場所 ： 講堂

☆ ： プラネタリウム投影日　○ : 申込制行事　　　◎ : 参加自由　　　無印 : 年間会員制

【プラネタリウム】定員 ： 70人　観覧料 ： 200円 （18歳未満 ・ 65歳以上無料）
　○観覧券をお求めのうえ、 投影開始１０分前までに３階にお越しください。

　○全席自由席です。 　○投影開始後のご入場 ・ 途中退出はできません。

☆プラネタリウム一般向け番組「フリートーク・プラネタリウム」
　投影日 ： 11月7日 （土） ～ 11月29日 （日） までの土 ・ 日曜日
　時間 ： 午前11時、 午後2時　※第2 ・ 第4土曜11時の回を除く

☆プラネタリウム幼児向け投影「だれがおひさまかくしたの？」（未就学児向け）
  投影日 ： 11月14日 （土）、 11月28日 （土） 午前11時

☆星空と音楽の夕べ  投影日 ： 11月15日 （日）　時間 ： 午後4時
　内容 ： 古典派の作曲家ハイドンやモーツァルトの楽曲を取り上げます。
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○ 秋期特別展野外見学会　第１回 野外
2 月 休館日
3 火 天体観察会 勉強会 講堂
4 水
5 木 展示解説ボランティアの会 講堂

6 金 聞き書きの会 科学教室
古文書講読会 講堂

7 土 東国史跡踏査団 講堂
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◎ 天文連続講座「系外惑星 20 年」第 2 回 講堂
8 日 ◎ 特別展記念講演会「相模川をジオパークに」 講堂 ☆
9 月 休館日

10 火 地質調査会 工作室
11 水

12 木 古代生活実験室 科学教室
平塚石仏を調べる会 野外　雨天：特別研究室

13 金
◎ 星を見る会 科学教室・屋上

お囃子研究会 講堂
古文書講読会 講堂

14 土 星まつりを調べる会 特別研究室
☆○ 秋期特別展野外見学会　第２回 野外

15 日
◎ 星空と音楽の夕べ プラネタリウム室

☆◎ ろばたばなし 相模の家
◎ アンモナイトレプリカ作り 科学教室

16 月 休館日
17 火 天体観察会　太陽勉強会 特別研究室

18 水 民俗探訪会 講堂
裏打ちの会 科学教室

19 木 展示解説ボランティアの会 講堂
20 金 古文書講読会 講堂

21 土

平塚学講座野外実習 野外　雨天 : 講堂

☆
天体観察会　定例会 講堂
地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室

22 日

地球科学入門講座  第４回 講堂

☆
◎ 考古学入門講座  第 2 回 講堂

天体観察会　流星分科会 科学教室
星まつりを調べる会 野外

23 月 祝日開館日
24 火 休館日
25 水
26 木 平塚石仏を調べる会 野外　雨天：講堂
27 金 古文書講読会 講堂

28 土
お囃子研究会 講堂

☆
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相模川の生い立ちを探る会 野外　雨天：科学教室
平塚学講座野外実習まとめ 講堂

29 日 ◎ 天文連続講座「系外惑星 20 年」第 3 回 講堂 ☆
30 月 休館日
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2 水
3 木 展示解説ボランティアの会 講堂

4 金 聞き書きの会 科学教室
古文書講読会 講堂

5 土 東国史跡踏査団 講堂
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○ ひらつか星空調査隊 講堂
6 日 ☆
7 月 休館日
8 火
9 水

10 木 古代生活実験室 科学教室
平塚石仏を調べる会 講堂

11 金 お囃子研究会 講堂
古文書講読会 講堂

12 土

星まつりを調べる会 特別研究室
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相模川の生い立ちを探る会 科学教室
平塚の空襲と戦災を記録する会 講堂
天体観察会　流星分科会 プラネタリウム室

○ ひらつか星空調査隊 須賀公民館

13 日

◎ 天文連続講座「系外惑星 20 年」第４回 講堂

☆
◎ 星空と音楽の夕べ プラネタリウム室

天体観察会 勉強会 講堂
平塚の古代を学ぶ会 科学教室

14 月 休館日
15 火 太陽勉強会 特別研究室

16 水 裏打ちの会 科学教室
民俗探訪会 講堂

17 木 展示解説ボランティアの会 講堂
平塚石仏を調べる会 講堂

18 金
◎ 星を見る会「月面 X を見よう」 科学教室・屋上

古文書講読会 講堂

19 土

地域史研究ゼミ 特別研究室

☆
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
平塚学講座 講堂

○ ひらつか星空調査隊 講堂

20 日

◎ 夕凪の街・桜の国 プラネタリウム室

☆
○ 体験学習「お飾りをつくろう」 講堂
◎ ろばたばなし 相模の家

天体観察会　流星分科会 科学教室
21 月 休館日
22 火
23 水 ○ ひらつか星空調査隊 金目公民館
24 木
25 金 ○ D ё L SoL ёクリスマス・コンサート プラネタリウム室

26 土
◎ 館長の星空解説 プラネタリウム室

☆◎ 考古学入門講座 第３回 講堂
お囃子研究会 講堂

27 日 ○ ひらつか星空調査隊 講堂 ☆
28 月 休館日
29 火 休館日
30 水 休館日
31 木 休館日

11 月の休館日 ： 2 日、 9 日、 16 日、 24 日、 30 日
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